
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

　
７
月
３
日
の
月
曜
日
、
新
橋
の
Ｓ
Ｌ

広
場
の
近
く
の
ビ
ル
が
ガ
ス
爆
発
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
東
京
の

ビ
ジ
ネ
ス
街
・
新
橋
、
し
か
も
そ
の
飲

食
街
＆
繁
華
街
で
の
事
故
で
連
日
、
Ｔ

Ｖ
で
も
放
送
さ
れ
た
。
筆
者
の
事
務
所

は
新
橋
一
丁
目
に
あ
る
。
新
橋
駅
前
の

Ｓ
Ｌ
広
場
と
は
反
対
の
銀
座
側
で
あ

る
。
そ
の
地
は
、
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
と
隣
接

の
地
下
鉄
銀
座
線
の
出
口
か
ら
歩
い
て

百
歩
。
い
ろ
い
ろ
の
面
で
も
便
利
な
と

座
の
柳
二
世
」
と
、
看
板
が
あ
る
。
野

口
氏
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
初
代
の
柳
は

明
治
17
年
ご
ろ
が
柳
並
木
に
な
っ
た
時

期
ら
し
い
。
そ
の
後
、
大
正
期
に
車
道

の
拡
幅
の
為
に
撤
去
さ
れ
た
。
二
世
の

柳
は
昭
和
７
年
か
ら
植
樹
さ
れ
た
と
い

う
。
し
か
し
戦
禍
で
、
ほ
ぼ
焼
失
し
た

の
で
、昭
和
23
年
か
柳
が
捕
植
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
銀
座
八
丁
目
の
柳
並
木
に

は
、「
銀
座
の
柳
四
世
」
の
看
板
が
立
っ

て
い
る
。
そ
れ
も
事
務
所
か
ら
近
い
。

銀
座
の
柳
は
、
長
野
県
の
安
曇
野
産
で

あ
っ
た
の
で
、
銀
座
の
柳
二
世
が
安
曇

野
に
里
か
え
り
し
て
穂
高
駅
前
に
植
樹

が
、
最
新
号
の
７
月
号
は

90
㌻
。
座
談
会
、
エ
ッ
セ

イ
、
小
説
、
コ
ラ
ム
、
対

談
な
ど
連
載
も
の
が
満
載

つ
け
た
。
と
も
に
鉄
道
馬
車
が
走
る
道

路
の
左
右
に
は
柳
の
並
木
が
描
か
れ
て

い
る
。
銀
座
の
柳
は
、
現
在
に
お
い
て

も
、
緑
で
し
な
や
か
な
都
市
景
観
と
と

も
に
季
節
感
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
ろ
で
あ
る
。

　
銀
座
は
一
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
あ

る
が
、
新
橋
一
丁
目
は
、
銀
座
九
丁
目

に
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
、
別
名
が
銀
座

ナ
イ
ン
の
商
店
街
も
あ
る
。
今
回
は
、

銀
座
＆
新
橋
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
さ
す
が
に
こ
の
地
は
、
地
元
力
発
見

に
は
事
欠
か
な
い
。
ま
ず
金
春
（
こ
ん

タ
ウ
ン
誌
の
元
祖

『
銀
座
百
点
』

　
銀
座
百
店
会
で
は
、
月
刊
誌
『
銀
座

百
点
』
を
毎
月
１
日
に
発
行
し
て
い

る
。
同
誌
は
、
日
本
に
お
け
る
タ
ウ
ン

誌
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
７
月
号
で

８
２
４
号
。
１
９
５
５
年
１
月
の
創
刊

で
、
す
で
に
68
年
の
歴
史
が
あ
る
。
同

誌
は
Ｂ
６
版
横
綴
じ
の
小
冊
子
で
あ
る

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
銀
座
百
点
」
の
今
年
５
月
号
に
、

明
治
21
年
ご
ろ
の
石
版
画
『
東
京
銀
座

街
之
図
』
の
写
真
と
、
銀
座
四
丁
目
付

近
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見

さ
れ
て
い
る
。

の
名
前
は
能
の
四
家
の
金
春
・
観
世
・

宝
生
・
金
剛
に
由
来
す
る
。
金
春
通
り

に
も
有
名
な
割
烹
う
な
ぎ
屋
や
バ
ー
＆

パ
ブ
が
あ
り
、
夜
に
な
る
と
タ
ク
シ
ー

や
黒
塗
り
の
自
家
用
車
が
列
を
な
す
。

筆
者
は
、
そ
の
間
を
、
サ
ン
ダ
ル
を
履

い
て
金
春
の
名
を
つ
け
た
金
春
湯
に
行

く
滑
稽
さ
が
贅
沢
と
感
じ
る
。

　
そ
の
手
前
に
は
博
品
館
劇
場
が
あ

る
。
６
月
19
日
を
「
朗
読
の
日
」
と
定

め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
朗
読
文
化
協
会
が
主

催
す
る
「
朗
読
の
日
」
と
い
う
二
日
間

の
朗
読
公
演
が
、
毎
年
も
こ
こ
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
６
月
17
＆
18
日
の
土

曜
・
日
曜
で
あ
っ
た
。
二
日
間
で
50
人

以
上
の
朗
読
愛
好
家
が
全
国
か
ら
参
集

し
、
各
自
の
選
ん
だ
作
家
作
品
を
、
15

分
の
持
ち
時
間
で
熱
演
す
る
。
こ
の
連

載
コ
ラ
ム
で
前
回
取
り
上
げ
た
「
茨
木

の
り
子
＆
金
澤
翔
子
の
世
界
」
に
お
い

て
紹
介
し
た
松
島
邦
さ
ん
も
出
演
し

た
。
博
品
館
も
筆
者
の
事
務
所
か
ら
真

近
で
あ
り
、
初
日
に
伺
っ
た
。
邦
さ
ん

は
、
三
島
由
記
夫
の
「
潮
騒
」
の
一
節

を
好
演
し
感
銘
を
与
え
た
。

平
）
の
『
銀
座
の
柳
』
の
楽

譜
を
刻
し
た
記
念
碑
が
あ
る

（
写
真
）。傍
ら
の
柳
に
は「
銀

ぱ
る
）
通
り
に
は

煉
瓦
遺
構
が
あ

る
。
明
治
５
年
か

ら
建
設
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ス
積
み
の
煉

瓦
街
が
、
こ
こ
銀

座
八
丁
目
８
番
地

で
発
見
さ
れ
残
さ

れ
て
い
る
。
金
春

　
銀
座
百
店
会
は
、
銀
座
一
丁
目

か
ら
八
丁
目
ま
で
の
１
２
３
店
舗

が
加
入
し
て
い
る
。
銀
座
ナ
イ
ン

の
大
和
屋
か
ら
寄
贈
し
て
頂
い
た

同
誌
に
は
、
連
載
コ
ラ
ム
「
銀
座

の
柳
」
が
あ
る
。
銀
座
を
知
る
長

老
の
野
口
孝
一
氏
の
連
載
で
あ

る
。

　
筆
者
の
事
務
所
界
隈
に
も
柳
並

木
が
あ
り
、
二
つ
の
銀
座
の
柳
の

看
板
が
あ
る
。
一
つ
は
「
銀
座
柳

の
碑
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
（
作

詞
・
西
條
八
十
、
作
曲
・
中
山
晋

銀
座
の
タ
ウ
ン
誌
『
銀
座
百
点
』
と
銀
座
の
柳

明治 21 年の東京銀座街之図（作者不明、『銀
座百点』第 822 号から引用）

記念の石碑

銀
座
の
柳
二
世


